
 

研究科・学部 教授会議事録 

〔令和４年７月２１日（木）15:45～16:57〕 

 
◇令和４年６月１６日（木）開催の研究科・学部教授会議事録（案）の確認の結果、承認された。 

 

【議 事】 

Ⅰ．報告事項 

１．委員会報告について 

研究科長、各議長並びに各委員長から、報告資料１に基づき、報告があった。 

＜研究科内委員会・会議＞ 

1-1．将来計画委員会(R4.7.14) 

1-3．研究推進会議   

1-4．学務会議(R4.7.15) 

1-5．予算・施設会議  

1-6．情報・広報会議  

1-7．臨床研究倫理審査委員会(R4.6.7) 

＜大学内委員会等＞ 

1-11．教育研究評議会(R4.7.20)  

1-12．部局長会議(R4.7.20) 

1-15．医歯薬生命系戦略会議(R4.7.20)                       

生命医科学の社会実装プログラム運営委員会(R4.7.20)  

  

 ２．学部２～４年生を対象としたアンケートの結果について 

   学務会議議長から、報告資料２に基づき、報告があった。 

 

３．兼業について 

   研究科長から、報告資料３に基づき、報告があった。 

    

４．遺伝子組換え実験・病原体等取扱い施設に係る吹田市立入調査について 

 遺伝子組換え実験安全主任者から、報告資料４に基づき、６月２１日に実施された吹田市環

境保全課による立入検査について、指摘事項の報告があり、標識を適正に表示するよう依頼

があった。また、令和３年度立入調査が延期され６月に実施されたが、令和４年度は１２月

から２月頃実施予定のため協力願いたい旨依頼があった。 

  

 ５．ジクロロメタンの検出について 

有機廃液・無機廃液管理責任者から、報告資料５に基づき、報告があった。 

   

６．分野別・月別電力使用量について 

研究科長から、報告資料６に基づき、報告があった。 

 

 



 

Ⅱ 協議事項 

１．教員人事について 

（１）生体応答制御学分野（応答）准教授の採用について 

  研究科長から、先にプレゼンテーションを行った准教授候補者について、投票を行う旨説明

があり、投票の結果、承認された。 

 

（２）細胞生理学分野（微生）特任講師（常勤）の配置について 

  研究科長から、選考趣旨等について説明のあと、先にプレゼンテーションを行った候補者に

ついて投票を行う旨説明があり、投票の結果、承認された。 

 

２．大阪大学における教育の内部質保証のための教育アセスメントに基づいた自己点検・評価  

調書の提出について  

  学務会議議長から、協議資料３に基づき説明があり、協議の結果、承認された。 

 

３．令和４年８月長期課題研究発表会時間割について 

学務会議議長から、協議資料４に基づき説明があり、協議の結果、承認された。 

 

４．令和５年度入学者選抜（一般選抜）に係る「調査書の利用方法」について 

  学務会議議長から、協議資料５に基づき説明があり、協議の結果、承認された。 

 

５．令和５年度入学者選抜における追試験の実施方法等について 

  学務会議議長から、協議資料６に基づき説明があり、協議の結果、承認された。 

 

６．学校推薦型選抜における出願資格について 

  学務会議議長から、協議資料７に基づき説明があり、協議の結果、承認された。 

 

７．令和４年度薬学部研究生の入学及び退学について  

  学務会議議長から、協議資料８に基づき説明があり、協議の結果、承認された。 

 

８．再生適応学分野の配属学生について 

学務会議議長から、協議資料９に基づき説明があり、協議の結果、承認された。 

 

９．各種委員会委員の選出について 

  研究科長から、協議資料１０に基づき説明があり、協議の結果、承認された。 

 

１０．招へい教員等の受入れについて 

研究科長から、協議資料１１－１及び１１－２に基づき説明があり、協議の結果、承認された。 

 

１１．危険物保管庫の新設について 

事務長及び庶務係長から、協議資料１２に基づき説明があり、協議の結果、承認された。 

 

 



 

１２．令和４年度レンタルラボについて 

予算・施設会議議長から、協議資料１３に基づき説明があり、協議の結果、承認された。 

 

１３．再生適応学分野の配分について 

予算・施設会議議長から、協議資料１４に基づき説明があり、協議の結果、承認された。 

 

 １４．その他 

 （１）ＦＭＯＤＤ夏の学校について 

   量子生命情報薬学分野教授から、協議資料１５に基づき説明があり、協議の結果、本研究科

との共催とすることが承認された。 

  

（２）日本薬学会・第１４６年会について 

研究科長から、日本薬学会・第１４６年会について、教授会マターとすることの提案があり、

協議の結果、承認された。 

また、生物有機化学分野教授から、開催時期、場所等について説明があり、財務及び総務   

担当を執行部で担務することの提案があり、協議の結果、承認された。 

 

 

次回研究科・学部教授会(臨時)令和４年９月 ５日（月）１３：００～ 

     研究科・学部教授会   令和４年９月１５日（木）研究教育安全管理委員会終了後 

 

  


